
描画材料の使用法に始まり、素描の基礎の基礎から学ぶ中で、癖なく、正しい素描の表現を出来るようになる。
次年度の応用へ向けて基礎的な描写力を備え、知識・技術を学ぶだけでなく完成まで描き切れる集中力の持続力も備えられ
るようになる。

科目名 デッサン実習A 年度 2025

英語科目名 学期 前期

【科目の目的】

1年次の基礎描写力を踏まえ、より癖なく、正しい素描の表現を出来るようになる。3年次年のより本格的な課題へ向けて描
写力を鍛え、知識・技術をより深く学ぶだけでなく完成度の高い作品を制作できるようになることを目的とする。

【科目の概要】

デッサンを通じて観察力や描画力を高めます。

【到達目標】

単位数 2 種別※ 実習

担当教員 伊藤泰雅、中田和彦、岩崎拓也、藤田貴也 教員の実務経験 必須 実務経験の職種 画家

学科・学年
マンガ・アニメーション科四年制 　

2年次
必／選 必 時間数 60

観察力

描画力

【授業の注意点】

苦手意識があっても手を止めず描き続ける事が重要。
実習授業ゆえに、集中力の無い学生や苦手意識の高い学生が手を止めたり居眠りをする場合が有るので、
逐一巡回、個人指導を行う。
授業時数の４分の３以上出席しない者は定期試験を受験することができない。

評価基準＝ルーブリック

ルーブリック
評価

レベル５ レベル４ レベル３ レベル2 レベル１

優れている よい ふつう あと少し 要努力

モチーフをよく観察
し、陰影・立体構造・
空間を意識することが

できる

【教科書】

制作管理能力

モチーフを観察し、形
をとらえることができ

る
観察が足りない

モチーフをよくとら
え、立体的に、また丁
寧に描写することがで

きる

モチーフを理解し描画
できる

モチーフの書き込みが
弱い

期限から逆算し、効率
よく作業を進めること

ができる
期限通りに作業できる

期限通りに作業を進め
ることが難しい



回
数

評
価
方
法

自
己
評
価

参考書・参考資料等は授業中に指示する

英語表記 学期 前期

授業テーマ 各授業の目的 授業内容 到達目標＝修得するスキル

【参考資料】

【成績の評価方法・評価基準】

授業内容の理解度をレポートを提出して評価する。また積極的な授業参加度、授業態度によって評価する。

科目名 デッサン実習A 年度 2025

※種別は講義、実習、演習のいずれかを記入。

2 グラスと幾何形体
静物の基礎　質感表現を

理解する

グラス・立体物描写 モチーフをよく観察し質感をとらえ描くことができた。

1 グラスと幾何形体
構図　静物の基礎を理解

する

グラス・立体物描写 構図を意識し、収まりよく配置することができた。

4 クロッキー①
人体のプロポーションを

理解する

骨格模型描写 人体の骨格を理解し描くことができた。

3 グラスと幾何形体 完成させる

グラス・立体物描写 モチーフの特性をとらえ描くことができた。

6 　鳥 細部と量感をを意識する

鳥の剝製描写 モチーフをよく観察し質感をとらえ描くことができた。

5 　鳥
構図・プロポーションを

理解する

鳥の剝製描写 構図を意識し、鳥の形を理解することができた。

8 クロッキー② 人体の動きを理解する

骨格模型描写 骨格を意識し、人体の構造を理解できた。

7 　鳥 完成させる

鳥の剝製描写 モチーフの特性をとらえ描くことができた。

10 カボチャ　縞布 量感と調子を意識する

カボチャ・縞布描写
"モチーフをよく観察し質感の違いをとらえ描くことができ

た。 "

9 カボチャ　縞布
構図・量感・パースを意

識する

カボチャ・縞布描写 構図を意識し、収まりよく配置することができた。

12 石膏像 人体基礎・構図理解する

石膏像(マルス)描写 構図を意識し、収まりよく配置することができた。

11 カボチャ　縞布 完成させる

カボチャ・縞布描写 モチーフの特性をよく理解し、描くことができた。



自己評価：S：とてもよくできた、A：よくできた、B：できた、C：少しできなかった、D：まったくできなかった

備考 等

14 石膏像 陰影表現を理解する

石膏像(マルス)描写
光源をとらえ、陰影による奥行き・立体物の空間を表現す

ることができた。

13 石膏像
プロポーションを理解す

る

石膏像(マルス)描写
モチーフをよく観察し、立体の構造を理解することができ

た。

評価方法：1.小テスト、2.パフォーマンス評価、3.その他

15 石膏像 完成させる

石膏像(マルス)描写 モチーフの特性を理解し描き切ることができた。


